
今月の掲載記事
令和 2 年度「えびの市心のふるさと寄附金」寄附状況
えびの市 LINE 公式アカウントがもっと便利になりました
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住みやすい地域づくり



住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り

～
自
治
会
の
役
割
を
考
え
る
～

　

皆
さ
ん
は
、
隣
近
所
の
人
を
ご
存
知

で
す
か
。

　

近
年
、S
N
S（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）の
普
及
に
よ
り
、

近
所
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
き

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

自
治
会
は
、
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り

や
災
害
時
な
ど
で
重
要
な
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
自
治
会
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、い
ま
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。田植え交流会（西長江浦下）

住みやすい地域づくり特 集 住みやすい地域づくり特 集

子ども餅つき（五日市） 馬頭観音祭奉納（中浦） 香取神社そうめん流し（今西）
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え
び
の
市
に
は
自
治
会
組
織
「
自
治
会
・
班
」

が
あ
り
ま
す
。
自
治
会
は
、
一
定
の
区
域
に
住
む

人
々
が
自
主
的
に
構
成
す
る
任
意
の
団
体
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
自
治
組
織
で

す
。
区
域
内
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
誰
で
も
自
治

会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
性
別
、
年
齢
な

ど
の
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
治
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い
や
交
流
活
動
、
清
掃

や
防
犯
・
防
災
活
動
な
ど
、
地
域
に
住
む
人
々
が

相
互
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
の
自
治
会
加
入
率
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
５
年
前
の
平
成
28
年
に
は
82.
3
％

だ
っ
た
加
入
率
は
、
今
年
の
4
月
１
日
現
在
で
は

79.
7
％
ま
で
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　

価
値
観
や
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
自
治
会
の

必
要
性
を
感
じ
な
い
人
や
、
高
齢
や
単
身
を
理
由

に
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
自
治
会
を
退
会
さ

れ
て
い
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　

自
治
会
は
任
意
団
体
の
た
め
、
加
入
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
治
会
に
入
ら
な
く
て
も
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
近
年
で
は
テ

レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
に
よ
り
、
手
軽
に
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

遠
く
に
住
む
人
と
も
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
意

味
で
は
、
自
治
会
は
生
活
し
て
い
く
た
め
に
必
ず

し
も
必
要
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
は
な
ぜ
自
治
会
へ
の
加
入
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

自
治
会
と
は

加
入
の
現
状

必
要
性
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

えびの市の総世帯数および自治会加入世帯数の推移

二俣公園（上上江）の草刈り。
自分たちが住む地域を、自分たちで整備します

上原田自治会で行われた敬老会。
高齢者を中心に、地 域の人が交流を深める貴重な場です

　

え
び
の
市
で
も
災
害
時
に
「
自
分
た
ち
の
命
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
た
め
に
、
自
治
会
を
単
位
と

し
た
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

設
立
数
は
20
を
超
え
、
各
組
織
で
防
災
訓
練
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
自
治
会
に
加
入
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

緊
急
時
に
救
助
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
自
治
会
活
動
の
中
で
地
域
の
人
々

と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ざ
と
い
う

時
に
、
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

今
後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
、
え
び
の
市
は
震
度

６
強
が
想
定
さ
れ
る
地
域
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
震
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
30
年
後
か
も
し
れ
な
い
し
、
も
し

か
す
る
と
明
日
、
は
た
ま
た
今
日
こ
の
瞬
間
に
起

こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
そ
ば
に
い
な

い
時
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
命
を
守
る
の
は
、

い
っ
た
い
誰
な
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
も
の
時
に

備
え
、
日
頃
か
ら
隣
近
所
で
顔
の
見
え
る
関
係
を

作
り
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
命
を
守
る
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
災
害
が
今
こ

の
場
所
で
起
こ
っ
た
ら
…
。
あ
な
た
は
ど
う
し
ま

す
か
？
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
多
く
の
人
が
救

助
を
求
め
る
事
態
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
治
体
や
警
察
な
ど
の
機
関
は
、
人
命
救
助
を
最

優
先
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
災
害
対
応
に
あ
た
り

ま
す
が
、
被
害
が
広
範
囲
に
及
ぶ
場
合
、
公
的
な

機
関
だ
け
で
全
て
の
命
を
救
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
時
、
命
を
救
う
力
を
持
っ
て
い

る
の
が
、
地
域
の
人
々
で
す
。

地
域
の
人
と
と
も
に

命
を
守
る

も
し
も
に
備
え
る

い
ざ
！
と
い
う
と
き
に

力
を
発
揮

南岡松自治会の防災講習。
年１回、消防職員による講習等が行われています

麓（加久藤）自治会の防災訓練。地域住民が集まって消火訓
練などを行い、防災意識を高めています

住みやすい地域づくり特 集 住みやすい地域づくり特 集

地域のきずなが命を救った
　阪神・淡路大震災では、倒壊した家屋の下から
多数の人が救出されましたが、その多くは地域に住
む人々によるものでした。救助された人数の約８割
と言われています。

　また、東日本大震災や熊本地震の被災地では、
地域で自主的に防災組織を設置し、事前に防災マ
ニュアルの作成や避難訓練を行っていたところもあ
りました。このような地域は、災害時にスムーズな
避難所運営が行われました。
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自
治
会
で
は
、防
災
だ
け
で
な
く
、防
犯
や
住
み
よ
い
環
境
、子
ど
も
や
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
に
つ
い
て
、住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、芸
能
・
祭
事
な
ど
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
や
ふ
れ
あ
い
、交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
は
地
域
の
き
ず
な
を
深
め
る
存
在

自主防災・互助活動

交通安全

　地震・水害・火災等の災害に対処する
ための自主防災組織を設置したり、災害
等に遭ったときには、お互いに助け合っ
たりしています。また、１人暮らしの高齢
者等の見守り活動もしています。

　地域内での交通事故を未然に防
ぐため、危険な場所にカーブミラー
を設置するための申請や、通学路・
生活道路での交通安全指導を行っ
ています。

　

い
ろ
ん
な
年
代
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
、
自
治
会
の
大
き
な
魅
力
で
す
。
例
え
ば
、

台
風
前
や
自
治
会
文
書
の
配
布
時
に
声
か
け
を
す

る
の
で
、
話
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
私
自
身
、

自
治
会
に
入
っ
て
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
の
人
の
中
に
は
、
自
治
会
の
負
担
が

大
き
い
と
考
え
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
で
き
る
範
囲
で
自
治
会
活
動
に
参
加
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
地
域
あ
っ
て
の
自
治
会
で
す
。

　

自
治
会
の
魅
力
は
、
住
民
が
連
携
し
て
地
域
の

行
事
や
美
化
活
動
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
大
き
な

絆
が
生
ま
れ
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
行

政
と
住
民
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
の
よ
う
な
役
割
の
た

め
、
住
民
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
て
行
政
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

現
在
、
少
子
高
齢
化
で
人
口
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
魅
力
の
あ
る
自
治
会
と
し
て
あ
り
続
け

る
た
め
に
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
ど
う
育
て
る
か

が
今
後
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

白鳥自治会
山本 四郎 自治会長

えびの市自治会連合会
宮浦 佳紀 会長

主
　
な
　
活
　
動

i n t e r v i e w　

え
び
の
市
で
は
、
自
治
会
へ
の
加
入
を
自
治
会
と
行
政

が
一
緒
に
な
っ
て
推
進
す
る
た
め
、
８
月
を
自
治
会
加
入

強
化
月
間
に
定
め
て
い
ま
す
。
期
間
中
、
チ
ラ
シ
配
布
や

の
ぼ
り
旗
を
立
て
る
な
ど
自
治
会
加
入
を
推
進
し
ま
す
。

自
治
会
に
入
る
に
は
、
居
住
す
る
地
区
の
自
治
会
長
に
連

絡
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
長
の
連
絡
先
な
ど
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
市

民
協
働
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
自
治
会
に
加
入
し
て

親
睦
や
交
流
を
深
め
、
地
域
の
共
通
の
課
題
に
協
力
し
て

取
り
組
み
、
明
る
く
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

☎
35

-

1
1
1
8
（
直
通
）

市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係

環境美化

行政との協働 防犯灯の設置・地域安全各種団体の育成・協力

　ごみステーションの設置と維持管理、
道路や側溝、地域の広場・公園の清掃な
ど、環境美化活動を行っています。

　地域において、行政と自治会が、それ
ぞれの役割を認識し、自治会だけでは
解決できない課題について、行政と協働
して解決していきます。

　まちづくり協議会への協力や、子ども
会育成会、高齢者クラブ、郷土芸能保存
会など、地域団体の育成に努めています。

お
問
い
合
わ
せ

住みやすい地域づくり特 集 住みやすい地域づくり特 集

８ 

月 

は
自 

治 

会 
加 
入

強 

化 

月 
間 
で 

す

地域情報の提供
　自治会が実施する活動やその他
の団体等が行う催し物などの地域
情報を回覧して、皆さんの生活に
必要な情報を提供しています。

　夜道を安心して歩けるよう、防犯灯の
設置・維持管理をしています。また、犯罪
のない安心して暮らせる地域にするため
に、見まわり活動などに取り組んでいます。
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 一度旅行で訪問し、
えびの高原の美しい

自然に大変癒やされま
した。ぜひまた行きた

いと思います。

 旅行で何度か伺って
います。新型コロナで

大変な時期ですが、
落ち着いたらまた伺い

たいです。

離れていても帰る
ところはえびの市です。

いつまでも活力ある
ふるさとであって

ください。

私にとっては、
父が暮らす場所、

ほっとする田舎です。
どうぞ、高齢者にとって

も優しい場所であり
ますように。

学生時代に卓球の
合宿でお世話になって

いました。お世話になった
分少しでもお返しできれば
と思い、ふるさと納税させ

ていただきました。

一昨年まで、よくえびの
高原に山遊びに行って

いました。また気軽に遊び
に行ける世の中になるまで、
　ふるさと納税で応援した

いと思いました。

　

え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
や
、
市
の
発
展
を
願

う
思
い
を
持
つ
人
か
ら
の
寄
附
を
通
じ
て
、

市
が
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
活
用

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

魅
力
的
な
返
礼
品
の
贈
呈
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
寄
附
を
受
け
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
専
用
サ
イ
ト
の
拡
充
を
行

い
、
令
和
２
年
度
は
、
過
去
最
高
の
6

億
1
3
7
1
万
5
5
6
円
の
寄
附
を
い

た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
貴
重
な

財
源
と
な
り
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
寄
附

は 

「
心
の
ふ
る
さ
と
基
金
」
に
積
み
立
て
、

寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ
た
事
業
に
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
温
か
い
ご

支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

返
礼
品
の
充
実

　

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
え
び
の
市

を
応
援
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
が
る
返
礼
品
の
内
容
の
検
討
・

追
加
を
行
い
、
特
色
の
あ
る
魅
力
的
な
返

礼
品
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
返
礼
品
と
し
て
贈
呈
す
る
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
事
業
者
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
協
力
で
き
る
事
業

者
は
、
市
企
画
課
定
住
対
策
係
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■令和 2 年度事業別寄附件数と金額

■令和 2 年度に寄附金を活用した事業

事業の種類 件数 金額
地域福祉の充実などに関する事業 8,888 件 179,950,000 円
自然環境の保全などに関する事業 3,864 件 76,216,500 円
伝統文化の保存などに関する事業 930 件 16,730,000 円
その他市長が必要と認める事業 16,092 件 340,814,056 円

合計 29,774 件 613,710,556 円

事業名 活用金額
介護人材確保推進事業 700,000 円
地域支援事業 100,000 円
老人福祉事業 3,800,000 円
高齢者生きがい対策事業 700,000 円
老人福祉センター運営事業 5,800,000 円
子ども・子育て支援事業 9,200,000 円
教育・保育施設管理運営事業 96,523,000 円
環境事業 600,000 円
し尿処理事業 22,000,000 円
えびの高原・川内川補助事業 1,200,000 円
市有林管理事業 4,600,000 円
市有林森林整備事業 2,600,000 円
農業用施設維持事業 15,300,000 円
環境配慮型路網機能強化事業 2,663,000 円
森林環境支援事業 2,300,000 円
水辺の楽校管理事業 500,000 円
湯田地区河川公園管理事業 1,000,000 円
田の神さあの里産業文化祭事業 300,000 円
文化振興事業 700,000 円
文化財保護管理事業 1,600,000 円
歴史民俗資料館運営事業 9,306,000 円
地方創生人材支援事業 2,400,000 円
市制施行 50 周年記念事業 2,000,000 円
移住・定住推進事業 7,200,000 円
地域公共交通対策事業 7,500,000 円
国際交流推進事業 16,800,000 円
地域医療対策事業 1,600,000 円
妊婦健康診査等事業 12,900,000 円
担い手対策推進事業 2,400,000 円
新規就農総合支援事業 2,400,000 円
商工振興事業 25,100,000 円
企業立地対策事業 17,700,000 円
観光振興事業 14,600,000 円
スポーツツーリズム推進事業 5,700,000 円
道路補修事業 28,300,000 円
30 人学級事業 53,208,000 円
一貫教育推進事業 15,000,000 円
飯野高等学校支援事業 14,300,000 円
図書館管理運営事業 39,300,000 円
硫黄山対策事業 100,000 円
合計 450,000,000 円

ふ
る
さ
と
へ
の
温
か
い
思
い
に
感
謝

令
和
２
年
度
「
え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
寄
附
状
況

寄
附
者
か
ら
の

　
メ
ッ
セ
ー
ジ（
一
部
抜
粋
）

　

寄
附
金
は
寄
附
者
が
賛
同
い
た
だ
け
る

事
業
に
翌
年
度
以
降
活
用
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
次
の
事
業
な
ど
に
活
用

し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が

　
　
　
　
　
え
び
の
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す

地
域
福
祉
の
充
実
な
ど
に
関
す
る
事
業

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

　

保
護
者
の
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
、
病
気
の
回
復
期
で
集
団
保

育
が
困
難
な
子
ど
も
を
、
仕
事
を
休
め
な

い
親
に
代
わ
っ
て
、
保
育
士
や
看
護
師
が

預
か
る
事
業
に
活
用
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
疾
病
等
の
治
療
を
容
易
に
し
、

福
祉
向
上
と
健
全
な
発
育
を
促
進
す
る
た

め
、
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童
・
生
徒

の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
に
活

用
し
ま
し
た
。

●
教
育
・
保
育
施
設
管
理
運
営
事
業

　

乳
幼
児
期
に
お
け
る
学
校
教
育
や
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
認
定
こ
ど
も
園
、

保
育
所
、
幼
稚
園
の
運
営
や
保
育
士
の
人

材
確
保
を
強
化
す
る
事
業
に
活
用
し
ま
し

た
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
、
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
幼
稚
園
や
保
育
所
等

に
通
う
第
３
子
以
降
の
児
童
に
つ
い
て
、

保
育
料
お
よ
び
副
食
費
を
無
料
に
す
る
事

業
等
に
活
用
し
ま
し
た
。

自
然
環
境
の
保
全
な
ど
に
関
す
る
事
業

●
森
林
環
境
支
援
事
業

　

森
林
づ
く
り
活
動
団
体
と
の
協
働
活
動
、

福
利
厚
生
の
整
備
、
八
幡
丘
公
園
内
の
松

保
全
、
再
造
林
な
ど
の
森
林
環
境
づ
く
り

の
推
進
・
支
援
を
通
じ
て
、
森
林
環
境
に

対
す
る
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

伝
統
文
化
の
保
存
な
ど
に
関
す
る
事
業

●
文
化
財
保
護
管
理
事
業

　

市
内
に
所
在
す
る
文
化
財
等
を
、
市
民

共
有
の
財
産
と
し
て
次
の
世
代
に
大
切
に

受
け
継
が
れ
る
よ
う
、
国
、
県
お
よ
び
市

指
定
文
化
財
等
の
適
正
な
管
理
を
行
う
た

め
、
文
化
財
保
存
調
査
委
員
会
の
開
催
や
、

看
板
作
製
等
に
活
用
し
ま
し
た
。

そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

● 

30
人
学
級
事
業

　

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
と
生
徒
指
導
の

充
実
を
目
指
し
、
小
中
学
校
の
全
学
年
で

30
人
学
級
編
制
を
行
い
、
少
人
数
指
導
に

よ
る
一
人
一
人
を
大
切
に
し
た
教
育
へ
の

取
り
組
み
に
活
用
し
ま
し
た
。 

●
飯
野
高
等
学
校
支
援
事
業

　

近
年
の
少
子
化
の
影
響
で
定
員
に
満
た

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
飯
野
高
等
学
校

の
官
民
一
体
と
な
っ
た
存
続
運
動
や
支
援

事
業
に
活
用
し
ま
し
た
。
奨
学
金
や
通
学

支
援
金
の
給
付
、
公
営
塾
の
設
置
な
ど
、

積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
に
寄
与
し
ま
し
た
。

子ども・子育て支援事業に
活用しました

森林環境支援事業に
活用しました

飯野高等学校支援事業
（公営塾）に活用しました

☎
35

-

3
7
1
3
（
直
通
）

市
企
画
課 

定
住
対
策
係

お
問
い
合
わ
せ
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えびの市 LINE 公式アカウントが
もっと便利になりました

L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の

便
利
な
機
能

防
災
情
報
を

取
得
で
き
ま
す

簡
単
に「
ご
み
」の
分
別
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

連
携
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
取
得
で
き
ま
す

　

災
害
発
生
時
に
避
難
情
報
や

被
害
情
報
な
ど
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
情
報
、

日
曜
祝
日
在
宅
当
番
医
な
ど
を
基
本
メ

ニ
ュ
ー
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
ボ
タ
ン
を

押
す
こ
と
で
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
関
連

ペ
ー
ジ
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
関
連
の
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

　

ト
ー
ク
画
面
上
で
、ご
み
の
名

称
を
入
力
す
る
こ
と
で
、ご
み
の

分
別
や
出
し
方
を
簡
単
に
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

機能

1

機能

4
機能

3

ラ
イ
ン

　市では、広報紙・ホームページ・SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）
等で情報発信を行っています。
　5 月 12 日から「えびの市 LINE 公式アカウント」がリニューアルしました。
LINE では防災・ごみの日・子育て情報の中から、選択した情報だけを直接、
確実にメッセージを届けることができるため、情報の見落としがありません。
また、家庭ごみの分別をキーワード検索ができるため大変便利です。

えびの市

ラ イ ン

ライン

ほ
し
い「
情
報
」を

取
得
で
き
ま
す

　

利
用
登
録
の
際
に
、ご
み
出
し

情
報
や
子
育
て
情
報
な
ど
の
関

心
の
あ
る
項
目
を
選
択
す
る
こ

と
で
、利
用
者
が
必
要
と
す
る
情

報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

機能

2

え
び
の
市
L
I

N
E
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を「
友
だ
ち
」登
録
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

登
録
方
法
は
3
つ
。

ま
ず
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
L
I

N
E
ア
プ
リ
を
起
動
し

て
く
だ
さ
い
。

出
て
き
た
画
面
の「
追
加
」ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

え
び
の
市
と「
友
だ
ち
」登
録
で
き
ま
す
。

登
録
す
る
と
こ
の
よ
う
な
画
面
が
出
ま
す
。

ど
ち
ら
か
を
タ
ッ
プ
し
て
設
定
画
面
へ

防
災
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
、配
信
を

希
望
す
る
情
報
を
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

ト
ー
ク
画
面
の「
受
信
設
定
は
こ
ち
ら
か

ら
」ま
た
は
右
下
の「
受
信
設
定
」の
ア
イ

コ
ン
を
押
し
、設
定
画
面
で「
世
代
」、「
性

別
」、「
お
住
ま
い
の
地
域
」、「
欲
し
い
情
報
」

を
回
答
し
、画
面
下
部
の「
確
認
」ボ
タ
ン

を
押
せ
ば
設
定
完
了
で
す
。

「
子
育
て
情
報
」
や「
ご
み
の
収
集
日

の
お
知
ら
せ
」
を
希
望
す
る
人
は
、

ト
ー
ク
画
面
ま
た
は
画
面
下
の
ア
イ

コ
ン
を
押
し
、受
信
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
ご
み
収
集
日
の
お
知
ら
せ
」の
配
信
を
設
定
す
る
と
、

ご
み
収
集
日
の
前
日
に
案
内
が
届
く
の
で
便
利
で
す
。

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
検
索
欄
で

「
え
び
の
市
」を
検
索
す
る

「
友
だ
ち
追
加
」
の「
I

D
検
索
」
を
選
択
し
、

「
@
e
b
i
n
o
c
i
t
y
」を
入
力
す
る

※
そ
の
他
の
Q
R
ア
プ
リ
で
も

　

読
み
込
め
ま
す
。

ご
み
の
検
索

防
災
情
報

例
え
ば「
空
き
缶
」と
検
索
す
る
と
、対
象
と

な
る
も
の
や
出
し
方
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
ど
ち
ら
か
を
タ
ッ
プ
し
て
受
信
設
定
を
す
る

ほ
か
に
も
…

OK!

「
友
だ
ち
追
加
」画
面
か
ら

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む

good !

123

Let’s try!

or or

☎
35

-

3
7
1
4
（
直
通
）
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「
良
い
牛
を
育
て
、
安
定
し
た
生
産
を
目

指
し
た
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、
昨
年
秋
に

認
定
農
業
者
に
な
っ
た
現
Ｓ
Ａ
Ｐ
理
事
長
の

前
原
亮
太
さ
ん
で
す
。

　

前
原
さ
ん
は
、
父
と
母
の
３
人
で
21
頭
の

繁
殖
牛
と
水
稲
作
付
け（
稲
作
と
Ｗ
Ｃ
Ｓ（
飼

料
稲
））
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
実
家
で
農
業

を
す
る
前
は
、
小
林
市
に
あ
る
牧
場
で
働
い

て
い
ま
し
た
。
実
家
で
は
な
い
場
所
で
働
い

た
こ
と
で
経
営
の
仕
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」

　

小
さ
な
頃
か
ら
動
物
が
好
き
だ
っ
た
前
原

さ
ん
。
小
学
生
の
時
は
、
帰
り
道
に
牛
舎
に

寄
っ
て
牛
の
世
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
転
機

と
な
っ
た
の
は
、
中
学
校
で
の
進
路
決
め
で

す
。『
将
来
は
実
家
で
農
業
を
し
た
い
』
と

考
え
、
高
鍋
農
業
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
校
２
年
生
の
時
に
口
蹄
疫
が
発

生
。
予
定
さ
れ
て
い
た
研
修
が
す
べ
て
中
止

に
な
り
ま
し
た
。「
口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
っ

て
進
路
が
不
安
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
む
し
ろ
口
蹄
疫
を
き
っ
か
け
に
、

疫
病
に
関
す
る
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
」

　

ま
た
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
理
事
長
に
な
っ
て
今
年

で
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
。「
昨
年
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
計

画
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
全
て
中
止
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
考
慮
し
て
、
で
き
る
範
囲
で
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
で
す
」

　
「
現
在
、
年
間
15
頭
か
ら
16
頭
を
出
荷
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
年
間
20
頭
か
ら
30

頭
に
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
特

Ａ
に
な
る
よ
う
な
お
い
し
い
お
米
を
作
り
た

い
で
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

前原 亮太さん

口
蹄
疫
の
教
訓
を
生
か
し
て

農
業
に
励
み
た
い

リニューアルしました！

QRコードから
友だち登録してください。

または ID 検索で登録

市ホームページと
連携して、さまざまな
情報を取得できます

ごみ出し情報や
子育て情報など、

ほしい「情報」を
取得できます

簡単に
「ごみ」の分別を
調べることができます

@ebinocity

防災情報を
取得できます

えびの市企画課情報係 ☎ 0984-35-3714お問い合わせ

友
だ
ち

募
集
中
！

えびの市
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健
　
康

健
　
康

問 後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
が

切
り
替
わ
り
ま
す

市
健
康
保
険
課 

医
療
保
険
係
　
☎
35
‐
3
7
4
2
（
直
通
）

　

8
月
1
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
の
保
険
証
が
変
わ
り
ま
す
。
加
入

者
に
は
、
7
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

現
在
の
保
険
証（
薄
い
青
色
）は
、
7

月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
て
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
8
月
1
日
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

新
し
い
保
険
証
は
薄
い
黄
色
で
す
。

有
効
期
限
は
、
令
和
4
年
7
月
31
日
ま

で
で
す
。

※
学
生
用
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人
は

除
き
ま
す
。

　

届
い
た
保
険
証
の
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
等
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
市

健
康
保
険
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

国
保
加
入
者
が
社
会
保
険
等
に
加
入

し
た
場
合（
被
扶
養
者
も
含
む
）は
、
国

保
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
国
保
の
保
険
証

・
職
場
か
ら
交
付
さ
れ
た
保
険
証

・
世
帯
主
お
よ
び
社
会
保
険
等
に
加
入

し
た
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も

の・
手
続
き
に
来
る
人
の
印
鑑
と
身
分
証

明
書

　

8
月
1
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
7
月
下

旬
ま
で
に
本
人
宛
て
に
届
き
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
薄
い
緑
色
で
す
。

有
効
期
限
は
、
令
和
4
年
7
月
31
日
ま

で
で
す
。
保
険
証
が
届
い
た
ら
、住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

病
気
や
け
が
で
継
続
し
て
診
療
機
関

で
診
療
を
受
け
る
人
は
、
毎
月
は
じ
め

に
保
険
証
を
必
ず
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
し
な

い
人
は
、
保
険
証
中
央
の
折
り
目
部
分

を
は
さ
み
等
で
切
り
取
っ
て
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
保
険
証
は
、
な
く
さ
な
い

よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

問
市
健
康
保
険
課 

医
療
保
険
係
　
☎
35
‐
3
7
4
2
（
直
通
）

色が替わります

後期高齢者医療被保険者証
　　　　　　　　　有効期限　令和　4 年　7 月 31 日

被保険者番号　○○○○○○○

住　　　　所　宮崎県えびの市○○　　
　
氏　　　　名　広域　連合子　　　　　　   性　別　○
生年月日 昭和○年〇月○日 資格取得年月日 平成○年〇月○日

発行期日 平成○年〇月○日　 交付年月日    令和○年○月○日

一部負担金の割合　　○割

　保険者番号　　○○○○○○○○

　 保険者名　 宮崎県後期高齢者医療広域連合

※ジェネリック医薬品とは新薬（先発医薬品）
　と同じ有効成分を使っており、品質、効き目、
　安全性が同等で低価格なお薬です。

被保険者情報記載欄 ジェネリック医薬品希望カード

■記載内容

  医師・薬剤師の皆様へ

ジェネリック医薬品を
希望します

①新しい保険証は 7 月下旬に
封書で届きます。

②ミシン目に沿って、ゆっ
くりはがしてください。

薄い緑色 だいだい色

交
　
通

人
　
権

問 性
の
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か

市
総
務
課 

人
権
啓
発
室
　
☎
35
‐
3
7
1
1
（
課
直
通
）

　

7
月
１
日
、
市
役
所
本
庁
で
「
え
び

の
市
交
通
指
導
員
」
委
嘱
状
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
指
導
員
は
、
市
民
の
交
通
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
え
び
の
警
察
署
長
、

え
び
の
地
区
交
通
安
全
協
会
長
の
推
薦

を
受
け
て
、
市
長
が
委
嘱
す
る
も
の
で

す
。
市
内
各
地
の
横
断
歩
道
な
ど
で
の

交
通
指
導
や
交
通
安
全
思
想
の
普
及
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
、
令
和
3
年
7
月
1
日
か
ら

令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

村
岡
市
長
は
「
令
和
元
年
12
月
か
ら

約
1
年
半
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
事

故
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
ま
す
。
死
亡
事
故

は
も
ち
ろ
ん
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
、
え
び
の
市
の
交
通
安
全
の
た
め

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

福
満
義
秀
指
導
員
は
「
え
び
の
市
交

通
指
導
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
交
通
安
全
運
動
、
街
頭
指
導
な
ど

に
取
り
組
ん
で
、貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
事
故
防
止
に
向
け
て
啓
発
活
動

に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。　

　

皆
さ
ん
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
せ
ん
か
。

Ｌ
：
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
と
し
て
女
性

を
好
き
に
な
る
人
）

Ｇ
：
ゲ
イ
（
男
性
と
し
て
男
性
を
好
き

に
な
る
人
）

Ｂ
：
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
（
男
性
も
女

性
も
好
き
に
な
る
人
）

Ｔ
：
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
心
の
性

と
体
の
性
が
一
致
し
て
い
な
い
人
）

Ｑ
：
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
（
心
の
性
や

好
き
に
な
る
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い

人
、
わ
か
ら
な
い
人
）

　

民
間
の
調
査
に
よ
る
と
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

を
含
む
性
的
少
数
者
が
国
内
に
は
10
か

ら
13
人
に
1
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
左
利
き
や
血
液
型
が
Ａ

Ｂ
型
の
人
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
す
。
こ

の
調
査
結
果
を
本
市
の
人
口
に
当
て
は

め
て
み
る
と
約
１
５
０
０
人
ほ
ど
の
性

的
少
数
者
の
人
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
自
分
の
周
り
に
は
い
な
い
の
で
は

な
く
、
気
づ
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
理
解
や
認
識
不
足
に
よ

る
差
別
や
偏
見
が
あ
り
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ

ト
（
公
表
）
で
き
ず
、
悩
み
、
苦
し
ん

で
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
近
、
全
国
の
自
治
体
で
次
々
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
法
律
上
の
婚
姻

と
は
異
な
り
、
法
的
効
力
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
自
治

体
が
そ
の
関
係
性
を
公
的
に
認
め
、
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。
本
市
は
県
内
で
も
最
初
に
「
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
な
く
し
人
権
を
守
る
条

例
」
を
制
定
し
た
「
人
権
の
ま
ち
」
で

す
。
性
的
少
数
者
を
含
め
て
、
多
様
な

生
き
方
や
考
え
を
受
け
入
れ
る
え
び
の

市
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
指
導
員
委
嘱
状
交
付
式

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対
策
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

市では、毎月 1 回特設人権行政相談所を開設しています。
また、えびの市女性相談所も開設しています。あなたの悩
みの解決のために最善の方法を一緒に考えます。

●相談窓口
【特設人権行政相談所】
［相談日］毎月第 1 水曜
［時間］午前 10 時～午後 3 時
［場所］市役所 会議室
【えびの市女性相談所】
［相談日］毎週月曜～金曜
［時間］午前 9 時～午後 4 時 ※祝日、年末年始を除く
［場所］市役所内（電話相談・面接による相談）
［専用電話］35-0152　［フリーダイヤル］0120-123-693

■えびの市交通指導員名簿
名　前 地　域 初年委嘱

福満　義秀 飯野地区 平成 13 年 4 月 1 日
田口　道子 飯野地区 平成 18 年 10 月 1 日
福元　三重子 真幸地区 平成 23 年 3 月 1 日
濱田　喜八郎 飯野地区 平成 25 年 7 月 1 日
有髙　美千子 飯野地区 平成 25 年 7 月 1 日
久保　政博 飯野地区 平成 27 年 7 月 1 日
杉本　るり子 飯野地区 平成 28 年 10 月 1 日
田村　誠一 加久藤地区 平成 28 年 10 月 1 日
川野　新吾 加久藤地区 令和 元 年 7 月 1 日

委嘱状交付式には 8 人が出席しました

広報 広報令和3年7月号 令和3年7月号15 14



　

市
で
は
、
7
月
中
に
は
え
び
の
市
に

住
民
票
の
あ
る
対
象
者
に
接
種
券
を
発

送
予
定
で
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
市

民
の
皆
さ
ん
が
接
種
で
き
る
よ
う
に
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
を
国
か
ら
受
け
る
予
定

で
す
。
す
ぐ
に
予
約
で
き
な
く
て
も
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

■
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
の
予
防
】

　

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

と
い
う
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
た
人
の
方
が
受
け
て
い
な

い
人
よ
り
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
発
症
し
た
人
が
少
な
い
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
発
症
予

防
効
果
は
約
95
パ
ー
セ
ン
ト
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
使
用
し
て
い
る
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

の
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
得
ら
れ
る
の

は
、
２
回
目
を
接
種
し
て
か
ら
７
日
目

以
降
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
効

果
の
持
続
期
間
は
、
２
回
目
の
接
種
後

６
カ
月
で
91
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

■
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反
応
等

【
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
体
の
症
状
】

　

一
般
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
は
、

ワ
ク
チ
ン
が
免
疫
を
つ
け
る
た
め
の
反

応
を
起
こ
す
た
め
、接
種
部
位
の
痛
み
、

発
熱
、
頭
痛
な
ど
の「
副
反
応
」が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

表
に
記
載
し
て
い
る
症
状
は
、通
常
、

数
日
以
内
に
治
り
ま
す
。
解
熱
消
炎
鎮

痛
剤
な
ど
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
主

治
医
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

症
状
の
多
く
は
１
回
目
の
接
種
よ
り

も
２
回
目
の
接
種
時
に
高
い
頻
度
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
年
齢
者
よ

り
も
若
年
者
に
高
い
頻
度
で
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
】

　

ま
れ
に
起
こ
る
重
大
な
副
反
応
と
し

て
、
シ
ョ
ッ
ク
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

が
あ
り
ま
す
。

［
皮
膚
症
状
］皮
膚
の
か
ゆ
み
、
じ
ん
ま

し
ん
、
紅
班
、
皮
膚
の
発
赤

［
消
化
器
症
状
］腹
痛
、
吐
き
気

［
視
覚
症
状
］視
界
の
異
常

［
呼
吸
器
症
状
］声
の
か
す
れ
、
く
し
ゃ

み
、
の
ど
の
か
ゆ
さ
、
息
苦
し
さ

［
シ
ョ
ッ
ク
症
状
］蒼
白
、
意
識
混
濁

【
血
管
迷
走
神
経
反
射
】

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
緊
張
や
、

強
い
痛
み
を
き
っ
か
け
に
、
立
ち
く
ら

み
が
し
た
り
、
血
の
気
が
引
い
て
時
に

気
を
失
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

健
　
康

問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
と
副
反
応

市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係
　
☎
35
‐
１
１
１
６（
直
通
）

す
。
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る

体
の
反
応
で
、
通
常
、
横
に
な
っ
て
休

め
ば
自
然
に
回
復
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
副
反
応
に
対
応
す
る
た

め
、
接
種
後
、
15
分
か
ら
30
分
程
度
、

接
種
を
受
け
た
医
療
機
関
で
お
待
ち
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
間
に
体
調
に

異
常
を
感
じ
た
場
合
は
、す
ぐ
に
医
師
・

看
護
師
が
対
応
で
き
る
よ
う
態
勢
を
整

え
て
い
ま
す
。

■
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
注
意
事
項

・
こ
の
予
防
接
種
は
任
意
で
あ
り
、
強

制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
接
種
を
希
望
す

る
人
は
、
接
種
の
効
果
と
副
反
応
の
双

方
を
理
解
し
た
上
で
自
分
の
意
志
で
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

・
周
り
の
人
に
接
種
を
強
要
し
た
り
、

接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
に
差
別
的
な

対
応
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
無
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
無
料
で
す
。
市
町

村
等
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
に
金
銭

や
個
人
情
報
を
電
話
や
メ
ー
ル
で
求
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

症状 発現割合 発症時期 持続時間

痛み 84.3 ％

接種当日 約 2 日

腫れ 10.6 ％

疲労 62.9 ％

接種翌日 約 1 日

頭痛 55.1 ％

筋肉痛 37.9 ％

悪寒 32.4 ％

関節痛 23.7 ％

下痢 15.5 ％

発熱 14.8 ％

■起こるかもしれない体の症状

　

7
月
6
日
、
え
び
の
駅
で「
え
び
の

市
・(

株)

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

(

株)

・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク(

株)　

携
帯
電

話
臨
時
シ
ョ
ッ
プ
開
設　

共
同
記
者
会

見
」が
行
わ
れ
、
携
帯
電
話
事
業
者
3

社
の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
え
び
の
市
に
携
帯
電
話

シ
ョ
ッ
プ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
え
び
の

市
内
に
お
け
る
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
確
保
す
る
た
め
に
、

臨
時
シ
ョ
ッ
プ
を
え
び
の
駅
に
開
設
す

る
も
の
で
す
。

　

協
力
キ
ャ
リ
ア
は
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
・
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
の
３
社
で
す
。

　

村
岡
市
長
は「
３
社
が
足
並
み
を
揃

え
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
で
す
。
国

が
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）を
推
進
す
る
中
で
大
き

な
契
機
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

生
　
活

問

携
帯
電
話
臨
時
シ
ョ
ッ
プ
開
設
　
共
同
記
者
会
見

市
企
画
課 

情
報
係
　
☎
35
‐
3
7
1
4
（
直
通
）

共同記者会見の様子

■
臨
時
シ
ョ
ッ
プ
の
概
要

【
場
所
】 

Ｊ
Ｒ
吉
都
線
え
び
の
駅

【
開
始
予
定
】8
月
10
日
以
降
、
協
力

キ
ャ
リ
ア
毎
に
、
原
則
と
し
て
月
あ
た

り
平
日
2
日
間（
連
続
）を
予
定
し
て
い

ま
す
。
毎
月
10
日
か
ら
翌
月
9
日
の
期

間
に
お
い
て
、
協
力
キ
ャ
リ
ア
が
単
独

で
開
設
し
、
複
数
の
協
力
キ
ャ
リ
ア
が

同
日
に
開
設
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

（
例
）8
月
10
日
か
ら
9
月
9
日
の
期
間

の
場
合（
実
際
の
開
設
日
は
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

8
月
17
日
、
18
日   

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の

日8
月
19
日
、
20
日    

ａ
ｕ
の
日

8
月
23
日
、
24
日   

ド
コ
モ
の
日

【
開
設
時
間
】原
則
午
前
10
時
か
ら
午
後

4
時（
協
力
キ
ャ
リ
ア
の
方
針
に
よ
る
）

【
サ
ー
ビ
ス
内
容
】携
帯
電
話
の
機
種
・

契
約
変
更
や
新
規
契
約
、
乗
り
換
え
、

機
器
操
作
に
伴
う
相
談
な
ど

臨時ショップ開設場所となる JR 吉都線えびの駅

臨時ショップの相談窓口となる旧駅員事務室

村岡市長、NTTドコモ・KDDI・ソフトバンクの関係者
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地域開発プロジェクト学習

体験で理解を深める

6

24

 飯野高校前の水田で田植えが行われました。
これは、飯野高校の地域開発プロジェクト学習
の一環で行われたものです。同校生活文化科 1
年生 21 人、飯野小学校 5 年生 60 人が参加し、
JA えびの市青年部と女性部の指導のもと行わ
れました。
　同小の宮原稟

りん

さんは、「田植えをしたのは初
めてで、思った以上に大変でした。みんなと協
力できて楽しかったです」と話していました。

教育研究センター研究員および学
力向上研究委員委嘱状交付式

児童・生徒の学力向上のために

6

　市役所で「えびの市教育研究センター研究員
および学力向上研究委員委嘱状交付式」が行わ
れました。「教育研究センター研究員」として小・
中学校教員 9 人、「学力向上研究委員」として
小学校教員 6 人が委嘱を受けました。
　永山新一教育長は、「一人一人が輝く教育を
目指して、子どもたちの良さや可能性を引き出
すことができるよう、研究をよろしくお願いし
ます」とあいさつしました。

市支援事業公営塾『成銘館』開塾式

6

　県立飯野高等学校で、公営塾『成銘館』の今
年度の開塾式が行われました。同塾は、飯野高
校生が大学などへの進学、企業への就職を実現
するために、外部講師などによる英語、数学の
課外授業を行っており、市が支援しているもの
です。同式には、1 年生 32 人が出席しました。
受講生を代表して小野菜月さんが「みんなと一
緒に地域に貢献できる力を身に付けられるよう
に頑張りたいです」と抱負を述べました。

牛乳を贈ろうキャンペーン
父の日牛乳贈呈

牛乳の消費拡大を願って 地域貢献できる力を身に付けたい

6

25

　えびの市酪農青年女性部の代表 2 人が市長に
牛乳を贈り、牛乳消費拡大の PR を行いました。
宮崎県酪農青年女性連絡協議会では、「6 月第
3 日曜日の父の日に、牛乳を贈ろうキャンペー
ン」を行っています。
　同部は、牛乳の消費拡大を願い、市長に牛乳
を贈りました。北別府修

しゅんじ

次部会長は、「おいし
い牛乳をたくさん飲んで、酪農振興につなげて
ほしいです」と話していました。

4
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9

第11回文化フェスティバル 市民大学開講式

幅広い分野を学習演奏や踊りを披露
　市文化センターで「市民大学開講式」が行わ
れました。市民大学は、幅広い分野にわたって
学習できる機会を提供するために開設されてい
ます。これは、魅力あるまちづくりに貢献でき
る人材を育成することを目的としているもので
す。今年は、34 人が受講します。
　永山新一教育長は、「人が学び続けることは
大切です。市民大学が、実りある学習の場とな
ればと思います」とあいさつしました。

7

4

　市文化センターで「第 11 回文化フェスティ
バル」が開催され、200 人が訪れました。
　第 1 部の「芸能発表」では、琴名流大正琴え
びのサークルの「大正琴」、藤乃流藤乃淳汝社
中の「日本舞踊」、フラ・ハラウ・オ・アツコ
の「フラダンス」の 3 団体の発表がありました。
第 2 部の「映画上映会」では、認知症を患った
祖母を孫の視点から描いた映画「ばあばは、だ
いじょうぶ」が上映されました。

6

26

加久藤 FC スポーツ少年団表敬訪問
えび の 産麦焼酎初出荷・初販売を
報告

県内3位入賞を報告 地域の活性化を願って
　明石酒造株式会社と株式会社西郷営農から市
へえびの産麦焼酎が贈呈されました。これは、
平成 30 年に硫黄山が噴火したことで、水稲作
付けができない地域の災害復興、経済振興に寄
与する取り組みとして官民の協力のもと、作ら
れたものです。
　株式会社西郷営農の種子田幸三郎代表取締役
は「今回の焼酎が地域の活性化につながってほ
しいです」と話していました。

7

5

　加久藤 FC スポーツ少年団の徳重俊幸監督と
団員 12 人が、表敬訪問を行いました。加久藤
FC スポーツ少年団は、宮崎県内 84 チームが参
加した「第 38 回 JA 共済杯 mrt 宮崎県 U-12 サッ
カー大会 2021」において、3 位という好成績
を収め、入賞の報告を行いました。4 年生 3 人、
5 年生 4 人、6 年生 5 人のメンバーで出場し、
各県大会での過去最高順位ベスト 8 の壁を破
り、チーム初となる 3 位入賞を果たしました。

6

30



市 民 の お す す め の 一 冊

ぱんつさん

たなかひかる 作
（ポプラ社）

上江保育園 保育士
林田志保さんのおすすめ

■おすすめコメント

　ぱんつをはいた人が、い
ろいろなものに変身してい
きます。文章が短いので、
一緒に読んだり、ことばを
足したりして楽しめます。
表紙の絵でも、たくさんの
お話ができます。

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（8月） 時　間

市立病院→さくら苑 11日（水）、
25日（水） 14：15～15：15

プラッセだいわ→真幸地区体育館→
真幸出張所

12（木）、
26日（木） 14：50～16：30

飯野地区コミュニティセンター 13日（金）、
27日（金） 14：50～15：15

真幸地区体育館 4日（水）、
18日（水） 15：25～15：50

飯野駅前地区体育館→飯野出張所
→大平職員宿舎→自衛隊官舎

6日（金）、
20日（金） 14：15～16：30

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
妙
子

　
白
百
合
は
盛
夏
の
白し

ら
は
え

南
風
に
揺
れ
咲
く
。七
十
六
年
前
の
沖
縄
戦
で
人
の
世
の
恋
も

知
ら
ず
「
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
」
は
命
を
絶
っ
た
。年
の
離
れ
た
義
兄
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

現
在
の
世
の
中
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。コ
ロ
ナ
禍
、
地
上
の
汚
辱
。た
び
重
な
る
災
害
。

な
ぜ
に
ど
れ
程
の
か
な
し
み
を
味
わ
え
ば
良
い
の
か
。皆
心
し
て
人
類
愛
を
大
切
に
し

た
い
と
思
う
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註
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月
影
や
六
十
余
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の
空
き
家
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
野
一
広

　
灯
が
と
も
っ
て
い
な
い
家
は
た
だ
の
箱
で
、
灯
が
と
も
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
生

活
の
匂
い
が
伴
い
血
の
通
う
家
と
な
り
ま
す
。さ
な
が
ら
墓
石
群
の
よ
う
に
立
ち
尽
く

す
無
人
の
家
。灰
白
い
月
光
が
そ
れ
を
照
射
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　 （
自
註
）

自
分
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
幸
一

■語りつぐ戦争　特別上映会
戦争をテーマとした映画の上映会を行います。
●タイトル＝帽子
●開催日＝8月1日（日）午後1時～
●場所＝図書館学習室
※日時・内容が変更となる場合があります。ご了承くださ
い。

リレー形式で、市民の皆さんにおすすめの一冊を
紹介してもらいます。

時
の
流
れ
か

老
い
て
い
く
事
へ
の

僻ひ
が

み
な
の
か

時
の
流
れ
の
速
さ
に

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な

空
虚
感
だ
け
は
残
り

何
一
つ
実
に
な
ら
ぬ

時
は
進
む
の
に

思
考
も
行
動
も
衰
え
つ
つ
あ
る
中

調
子
外
れ
の　

口
笛
を
吹
き

楽
し
み
な
が
ら　

健
康
を
維
持
し

た
だ　

ひ
た
す
ら
に
生
き
る

■夏休みの学習に関する本の特集
自由研究や読書感想文・読書感想画の推薦図書、調べる学
習コンクールに関する本の特集を行っています。ぜひ、ご
利用ください。

■「読み継ぎたい　戦争の記憶」特集
玄関前に戦争に関する本の特集を行っております。絵本
や紙芝居、写真集など設置しています。この機会に戦争を
振り返ってみませんか。

桜は

な花
と
し
て
征
き
に
る
義あ

に兄
も
花
び
ら
の

筏い
か
だに

の
り
て
還
る
水み
ず
も面

ぞ

企業ウォッチング

市内事業所の PR

会社概要

事業所概要 働く人の声

家 庭 教 育 学 級 通 信
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市では、市内の事業所情報を市民に提供し地元企業の認
知度を高め、市内事業所への就業先選択の拡大を図るた
めに、平成28年度から掲載を希望する事業所の募集を行
い、広報えびので紹介しています。詳しくは市観光商工課
商工係までお問い合わせください。

市観光商工課 商工係　☎35-3728

明石酒造株式会社 

　明石酒造株式会社は明治24年に創業され、「人々の心を酔わす、小さ
な感動を届けよう」をモットーに、本格焼酎の製造から販売まで一貫して
行っています。会社は、焼酎製造部門、瓶詰め・仕上げを行う部門、営業
部門、事務部門から成っています。製造した焼酎は、全国で販売していま
す。製造から販売するまで自社内で一連の工程ができる環境を整えてい
るため、品質が安定し、販売先からも高い評価をもらっています。焼酎は、
自社で生育した芋・米等を使用し、すべての焼酎に目視や試飲による確
認を行い、安心・安全に努めています。
　和気あいあいとした雰囲気の職場であるため、初心者でも安心して働
くことができます。従業員の意見にもきちんと耳を傾けてくれるため、風
通しの良い会社です。
　また、ボイラー技師やフォークリフトなどの資格を取得した人には、資
格手当が加算されるなど、福利厚生が充実しています。　

会社外景

焼酎の二次仕込み

県外で働いていましたが、地元の工場で働き
たいと思い入社しました。職場はアットホー
ムです。現在は、電気主任技術者として工場
内の機械設備の管理や生産された焼酎の商
品化や品質改善に取り組んでいます。入社し
て1年ですが、責任のある仕事を任されてい
るのでやりがいがあります。

宮下陽介さん

親子門松づくり

岡元小学校
家庭教育学級長

後藤 千春 さん

VOL.24

　岡元小学校では、PTA 会員全
員が家庭教育学級生としてさま
ざまな活動に取り組んでいます。
今年度は、昨年度に続き、コロナ
禍により開級式が1月以上遅れる
ことになりました。
　しかし、「楽しく充実した家庭
教育学級を運営することにより、
個々の家庭力を高める」という
岡元小家庭教育学級の目標のも
と、学級生が一致団結して、楽し
くゆとりのある活動を目指してい
こうと考えています。
　これまで、夏季休業期間中に

実施する、プール開放に備えた
「救急救命講習」、人権学習とし

ての専門家のお話を聞く「人権
講演会」などを行ってきました。
　 今後 は、密 を 避 け る た め、
Zoom などのリモートを用いた
講演会 や 市 の 家庭教育学級主
催の「大きな会場での様々な講
演会」への参加、親子体験活動
の実施に力を入れたいと考えて
います。新型コロナウイルスの
感染状況に配慮しつつ、今しか
できない活動を行おうと思いま
す。

本社所在地 えびの市大字栗下 61 番地 1

事業内容 焼酎の製造、販売

設立 平成 4 年 6 月

従業員 18 人（えびの出身者：15 人）

電話番号 35-1603 



免
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力
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症
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「
免
疫
」
と
は
、
体
内
に
侵
入
し
て

き
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
異
物

を
排
除
す
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

免
疫
細
胞
が
、
侵
入
し
て
き
た
異
物

と
戦
い
ま
す
。

　

第
1
防
衛
で
は
、
身
体
に
異
物
が

侵
入
し
た
ら
、
皮
膚
や
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膜
で
異
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テ
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で
す
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体
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疫
細
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Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
広

告
を
き
っ
か
け
に
商
品
を
購
入
し
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。「
お
試
し
」、「
初
回
5
0
0

円
」
の
広
告
に
つ
ら
れ
て
申
し
込
ん

だ
ら
、
後
か
ら
定
期
購
入
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　

手
軽
で
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
で
す
が
、
契
約
内
容
を
見
落

と
す
と
「
好
き
な
時
に
解
約
で
き
な

い
」、「
解
約
し
た
い
の
に
、
次
の
商

品
が
送
ら
れ
て
き
て
し
ま
う
」
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
ま
す
。

　

契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら

注
文
し
ま
し
ょ
う
。

■
一
言
ア
ド
バ
イ
ス

○
販
売
サ
イ
ト
や
申
し
込
み
の
最
終

確
認
画
面
で
は
、
定
期
購
入
が
条
件

で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
ほ
か
の
契
約

内
容
、
解
約
・
返
品
に
関
す
る
条
例

（
返
品
特
約
）
が
表
示
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
、
表
示
さ
れ
て
い
て
も
文
字

が
小
さ
く
認
識
し
に
く
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

い
つ
の
間
に
か
定
期
購
入
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

「
マ
ス
ク
熱
中
症
」
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

生涯スポーツ■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

夏の地 域 安 全 運 動

熱 中 症 対 策をしましょう

L i f e l o n g  s p o r t

6月の交通事故
発生状況

人　身 4件
物　件 25件

本年累計 16件
本年累計 136件

6月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 0件
救　急 61件

本年累計 6件
本年累計 413件

　

マ
ス
ク
の
着
用
が
日
常
に
な
っ
た

今
、
そ
れ
が
熱
中
症
の
リ
ス
ク
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

人
は
体
か
ら
熱
を
放
散
す
る
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
を
持
っ
て
い

ま
す
。
汗
を
か
く
こ
と
、
皮
膚
の
血

流
を
上
げ
る
こ
と
、
皮
膚
の
血
管
を

拡
張
す
る
な
ど
で
す
。そ
し
て
も
う

一
つ
の
仕
組
み
に
「
呼
吸
」
が
あ
り

ま
す
。
マ
ス
ク
を
す
る
と
、
通
常
に

比
べ
呼
吸
が
妨
げ
ら
れ
、
体
熱
が
放

散
し
に
く
く
な
り
ま
す
。特
に
子
ど

も
は
そ
の
影
響
が
顕
著
に
見
ら
れ
る

の
で
要
注
意
で
す
。

　

例
え
ば
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
1

時
間
、
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
行
っ
た
研
究
で
は
、
マ
ス
ク

着
用
時
の
運
動
で
は
有
意
に
心
拍

数
、
呼
吸
数
、
二
酸
化
炭
素
が
増
加

し
、
マ
ス
ク
を
つ
け
た
部
分
の
皮
膚

温
度
は
1
・
７
６
度
上
昇
し
ま
し
た
。

　

専
門
家
は
「
マ
ス
ク
の
着
用
と
熱

中
症
の
因
果
関
係
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
自
治
体
で
令
和

2
年
5
～
8
月
に
救
急
搬
送
さ
れ
た

熱
中
症
患
者
の
約
38
パ
ー
セ
ン
ト

が
、
救
急
隊
が
現
場
に
到
着
し
た
際

に
マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。マ

ス
ク
を
し
て
い
る
と
口
の
渇
き
を
感

じ
に
く
く
、
水
分
補
給
が
不
十
分
に

な
り
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
脱
水
が

進
む
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

子
ど
も
は
大
人
と
違
っ
て
口
呼
吸
を

す
る
こ
と
が
多
く
、
呼
吸
数
も
多
い

た
め
、
マ
ス
ク
で
口
呼
吸
し
に
く
い

状
態
は
熱
中
症
を
招
く
可
能
性
が
あ

り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

暑
い
時
に
は
人
ご
み
を
避
け
、
適

宜
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

　 本 格 的 な 夏を迎え、熱 中 症 に なりや す い 時 期
になりました。熱 中 症 対 策 は 万 全でしょうか。
熱 中 症 にはさまざまな 症 状 があります。

［ 初 期 症 状 ］めまい や 立ちくらみ 　 など
［ 中 期 症 状 ］筋 肉 痛 や 筋 肉 の 緩 み、体 の だるさ

や 吐き気、まっすぐに歩 けな い 　 など
【熱 中 症を予 防 するた め に】
・水 分、塩 分をこまめ に摂 取 する
・帽 子 を か ぶったり、日傘 を 差したりして直 射日
光を避 ける

・バランスの 良 い 食 事、規 則 正しい 生 活を送る

　 8月1日（日）から8月3 1日（火）までの 1カ月間、
4 つ の「夏 の 地 域 安 全 運 動」が 実 施されます。
①うそ電 話 詐 欺 の 被 害 防 止 ～「S T O P！オレオレ
詐 欺」
② 乗り物 や 住 宅 の「鍵 か け」運 動 の 推 進
③ 子どもや 女 性 に対 する犯 罪 の 被 害 防 止
④ 夏 休 み 期 間 中 の 少 年 の 非 行・被 害 防 止
　なお、うそ電 話 詐 欺は、高 齢 者が被 害となるこ
とが 多 いで すが、若 い 世 代も架 空 料 金 請 求 詐 欺
の被 害に遭いやすいです。高 齢 者だけでなく、若
い 世 代 の 人も注 意しましょう。
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【場所】飯野地区コミュニティセンター
【内容】
・学習会（性の多様性に関する基礎講座、当事者の声など）
・交流会（参加者を限らないオープン交流会）

【申込方法】事前予約が必要です。電子メールでお申し込
みください。

【募集人員】30人
【参加費】［学習会］500円 ［交流会］500円

問LGBT交流会「レインボービュー宮崎」 
☎090-6650-9490
Eメール：rvm2016-happy@yahoo.co.jp
問市総務課 人権啓発室
☎35-3711（課直通）

えびの市生涯学習講座
「パソコン講座」参加者募集
■第3回パソコン初級講座
　スイッチの入れ方、パソコンの終わり方、マウスの動
かし方、キーボード入力、ファイル操作、インターネッ
ト検索などを学習します。

【開催日】7月27日、8月3日（毎回火曜日）
【対象】市内在住者

■第3回パソコン中級講座
　パソコンでポスター、新聞の作成などを学習します。

【日程等】

内容 開催日

ポスター作成 7 月 28 日（水）

新聞作成 8 月 4 日（水）

【対象】市内在住者で、パソコンの基本操作ができる人
■共通事項

【時間】午後1時～午後3時30分
【場所】市文化センター
【定員】各コース4人まで
【参加料】無料
【申込期限】各コース定員に達するまで
【申込方法】市文化センターパソコン講師に電話でお申

し込みください。

■パソコン相談
　パソコンの使い方について、相談に応じます。パソコ
ン持ち込みでの相談も対応します。
※パソコンの故障・修理の対応はできません。
※相談には、事前の申し込みが必要です。

【時間】午前10時～午後3時
【場所】市文化センター
【対象】市内在住者で、パソコンの操作に困っている人
【申込方法】市文化センターパソコン講師に電話でお申

し込みください。
申・問市文化センター（担当：パソコン講師 橋口）
☎35-2268（火曜～金曜）

ひとり親世帯の児童に抽選で
ランドセルをプレゼントします

　宮崎県母子寡婦福祉連合会は、令和4年4月に小学校入
学を迎えるひとり親世帯の児童に対して、抽選でランドセ
ルをプレゼントします。期間内に申請をお願いします。

【対象となる人】令和4年4月に小学校入学を迎えるひとり
親世帯の児童 ※児童扶養手当の受給、または母子および
父子家庭医療費助成の対象となっている世帯に限ります。

【当選者】10人（宮崎県内）
【当選発表】当選者に令和3年11月頃お知らせします。
【応募期間】9月20日（月）まで 必着
【応募方法】郵送でのみ受け付けます。

※応募用紙は宮崎県母子寡婦福祉連合会のホームページ
（ http://www.miyazaki-catv.ne.jp/~kenboren/ ）よりダウ

ンロードするか、市こども課こども相談係にお尋ねくださ
い。

【応募条件】来店可能な世帯
※当選者は、定められた日時に「バックのあつた」でランド
セルを選んでもらいます。
申・問一般財団法人 宮崎県母子寡婦福祉連合会
☎0985-22-4696
問市こども課 こども相談係
☎35-3739（直通）

令和3年成人式にて2分の1成人式タ
イムカプセル開封を行います

　平成22年度の市制施行40周年記念事業として、えびの
市内の小学校（飯野小学校、加久藤小学校、真幸小学校、
上江小学校、岡元小学校、尾八重野分校）に在籍してい
た小学校4年生（当時10歳）の児童による、10年後の令和
3年成人式に向けたタイムカプセルの制作が行われまし
た。

 令和3年8月14日（土）の令和3年成人式に併せて「 2分
の1成人式タイムカプセル」を開封します。

【日時】令和3年8月14日（土）成人式終了後
【場所】市文化センター
【対象者】平成22年度にえびの市内小学校（当時小学校4

年生）に在籍しタイムカプセルを制作した人
【内容】平成22年度に市内小学校毎で制作したタイムカ

プセルの開封
【その他】当日成人式に参加できなかった対象者のタイ

ムカプセルは、市企画課にて保管します。対象者には、
随時受け渡しを行う予定です。受け渡しを希望する人は、
市企画課までご連絡ください。
問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

「豊かな森林づくり活動」ボランティ
ア参加者募集

　市と特定非営利活動法人NPOえびのでは、植樹地の
下草刈環境活動ボランティアを募集しています。これは、
宮崎県森林環境税を活用し、広く市民などへ森林環境に
関心を持ってもらい、次世代に健全な森を継承するため
に募集するものです。

【開催日】9月26日（日）
【時間】午前9時30分～午後1時 ［受付］午前9時～
【活動場所】大字原田（南原田地区）
【集合場所】市役所駐車場

※マイクロバスで現地に移動します。
【必要な物】作業のできる服装、軍手、雨具、おにぎり、

マスク等
※草刈り鎌、昼食（おかず）、飲み物、消毒液は主催者側
で準備します。

※1日保険に加入します。
【申込期限】9月17日（金）
【申込方法】市農林整備課林務係かNPOえびのに電話で

参加者氏名、生年月日、住所、連絡先をお伝えください。
申・問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）
申・問特定非営利活動法人 NPOえびの（担当：新原）
☎33-2177

まちづくり講演会を開催します

　市とえびの市自治会連合会では、地域リーダーの育成
や幅広い視野でまちづくりのノウハウを学ぶことを目的
に「まちづくり講演会」を開催します。ぜひ、ご来場くだ
さい。

【開催日】8月7日（土）　
【時間】午前9時30分～午前11時30分
【場所】市文化センター ホール
【講師】 一般社団法人らしくサポート 代表理事 甲斐 圭子

氏
【演題】「親子のつらい」に地域で寄り添う～これからの

地域連携の課題と実践～
【入場料】無料

問市民協働課 市民協働係
☎35-1118（直通）

「出張LGBT交流会＆学習会inえびの
市」が開催されます

　市は、市民一人一人がお互いの人権を尊重し、互いに
支え合いながら、共に健やかに安心してくらせるまちを
目指しています。
　今回、宮崎市で活動している、性的少数者の当事者団
体であるLGBT交流会　「レインボービュー宮崎」による

『出張LGBT交流会＆学習会inえびの市』が開催されます。
興味のある人、関心のある人どなたでも参加できます。

【開催日】8月7日（土）
【時間】［受付時間］午後1時45分～
［学習会］午後2時～午後3時30分
［交流会］午後3時50分～午後5時
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が多くなります）。
・搬入されたごみは、作業員の指示に従って、ご自身で指
定された場所に降ろしてください。
問市美化センター
☎33-5782

農薬は正しく使用しましょう

　令和3年6月1日から8月31日まで「農薬危害防止運動」
を実施しています。これから農薬を使うことが多くなる
時期ですが、農薬による被害が発生するケースが多数あ
ります。被害を未然に防ぐためにも「農薬は周りに配慮
し正しく使用」しましょう。

 また、ほ場の近くに蜜蜂の巣箱があることに気付か
ずに農薬を散布し、被害が発生した事例などがあります。
事前に養蜂家との情報交換や農薬が巣箱にかからないよ
うに十分注意しましょう。
■農薬を正しく使用するために

・農薬のラベルの確認をすること。
・散布する際には近隣に周知し、影響の少ない天候や時
間帯で行う。

・農薬を散布する前後には自分の体調に気をつける。
・農薬を散布する際には、マスクや手袋などを用いて露
出部分を少なくしましょう。

・周りに配慮し、飛散防止に気を付けながら散布する。（特
に通学路・住宅街など）

・農薬は厳重保管し、移し替えをしないこと。
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）

第1回生産調整（転作）現地確認調
査を実施します

　生産調整（転作）現地確認調査を次の日程で実施しま
す。自治会長・現地調査協力員は、調査当日に現地の案内
をお願いします。現地調査がスムーズに進行できるよう、
対象者は調査の前日までに必ず転作田に立て札を立てて
おいてください。
　今回は、転作を計画している稲発酵粗飼料（ WCS ）用
稲、わら専用稲を除くすべてのほ場が対象となります。

※立て札がない場合は、確認ができず未作付となる場合
があります。ご注意ください。

（飯野・上江地区）
日程 集合時間 対象地区

8月 2日
（月）

午前 9時
五日市、田代、上上江、西上江、
今西、白鳥、末永、池島

午後 1時 30 分
上大河平、堀浦、苧畑、山内、
下大河平、大明司、前田、飯野
（麓）

8月 3日
（火） 午前 9時

杉水流、中原田、中上江、坂元、
出水、南原田、東原田

（加久藤地区）
日程 集合時間 対象地区
8月 3日
（火） 午後 1時 30 分 中島、前松原、湯田、灰塚、栗下、西郷、麓（加久藤）

8月 4日
（水）

午前 9時 西長江浦下、牧の原、東長江浦
下、榎田、永山、松原、東川北

午後 1時 30 分 西長江浦上、東長江浦上、大溝原、尾八重野

（真幸地区）
日程 集合時間 対象地区
8月 4日
（水） 午後 1時 30 分 北昌明寺、下島内、中浦、西川北、京町

8月 6日
（金）

午前 9時 東内竪、南岡松、北岡松、西内竪、
亀沢、上向江、（旧）溝ノ口

午後 1時 30 分 南昌明寺、水流、柳水流、上島内、中内竪、下浦、上浦

※今回は、町、上原田、尾八重野、駅前、麓（加久藤）、（旧）
溝ノ口での現地確認調査は農業再生協議会が行います。

【集合場所】各自治会の公民館
※現地確認をする自治会長・現地調査協力員は、各自治
会の公民館に集合してください。
※麓（飯野）は中島公民館に集合してください。
■注意事項
　下大河平・大明司・前田・麓（飯野）・今西・末永・白鳥・池
島の8地区は、当初の時間帯から予定を変更しています
のでご注意ください。
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）

川内川でカヌー体験しませんか

　アウトドアステーションえびのでは「川内川リバーカ
ヌー体験」を開催します。インストラクターが乗り方や
漕ぎ方などを指導します。川内川をカヌーでゆったりと
巡ってみませんか。

【開催日】8月22日（日）
【時間】午前10時～
【集合場所】湯田橋下グリーンパークえびの側河川敷
【参加費】3,800円（保険代込み）
【対象】小学4年生以上
【定員】8人
【準備するもの】濡れてもいい服、帽子、着替え、タオル、

飲み物、かかとが止まる靴など
※外での活動になりますので、熱中症等に十分ご注意く
ださい。

【その他】雨天の場合は中止します。前日までに判断し、
連絡します。

【申込方法】アウトドアステーションえびのに電話でお
申し込みください。
申・問アウトドアステーションえびの
☎48-7650

ごみの分別はルールを守ってくださ
い

　指定ごみ袋にいろいろなものが混ざっているとルー
ル違反のピンク紙が貼られます。各自治会のごみステー
ションに出す場合も、美化センターに直接持ち込む場合
も分別は同じです。
　今回は、「燃やせるごみ」の分別について紹介します。
■燃やせるごみの大きさの目安
一辺が50センチメートル未満で、指定袋に入れて開口部
が結べる大きさのものが対象です。
■せん定枝、ビニールホースは？

・50センチメートル未満に切り、せん定枝はひもでたば
ねるか、指定袋に入れてください。ホースは指定袋に入
れて出してください。

・50センチメートル以上の場合は「粗大ごみ」で有料と
なりますので美化センターに直接持ち込でください（木

の幹や木片は、直径15センチメートルまでに限ります）。
■間違いやすいもの

・指定袋に入っても「毛布」「シーツ」「カーテン」等は「粗
大ごみ」で有料です。

・発泡スチロール、タッパー、おもちゃ等のプラスチック
製品、洗濯ばさみ、ボールペン等少量の金属を含むもの
は「燃やせるごみ」です。
■ごみを出すときの注意点

・新聞紙などで中身が見えないように袋全体を隠さない。
・生ごみ、残飯など指定袋に入れる前にしっかり水気を
切る。

・せん定枝や草が多量に出た場合は、美化センターに直
接持ち込む。
※ごみの分別でわからないものは美化センターに確認し
てから出しましょう。また各家庭にある「ごみの出し方
辞典」を見ましょう。「ごみの出し方辞典」は、市民環境課、
飯野出張所、真幸出張所、美化センターに置いてあります。
※市公式LINEを使ってごみの分別方法を調べることがで
きます。LINEのトーク画面に、ごみの名称を入力して送
信すると、ごみの分別方法や出し方がメッセージで返っ
てきます。ぜひ、ご活用ください。
問市美化センター
☎33-5782

美化センターの稼働日を変更します

　各自治会等で8月の第1日曜日に、道路沿いの草刈り、
片付け等を行うところが多くあります。そのため8月の
み美化センターの稼働日を変更します。

【8月の稼働日】
稼働日 曜日 時間

1 日 日曜 午前 8 時 30 分～午後 5 時
14 日 土曜 午前 8 時 30 分～正午
21 日 土曜 午前 8 時 30 分～正午
28 日 土曜 午前 8 時 30 分～正午

【ごみを持ち込む時の注意点】
・必ず指定袋に分別して持ち込んでください（分別が悪
い場合は、持ち帰ってもらいます）。

・降ろしやすいように、ごみの種類ごとに寄せて持ち込
んでください（粗大ごみ等と混載された場合は計量回数
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【会議】年２回程度開催する予定
【応募方法】指定の応募用紙に記入の上、市民協働課市民

協働係に直接、またはファクス、電子メールで提出して
ください。応募用紙は、市民協働課市民協働係、飯野出
張所、真幸出張所にあります。市ホームページ（ https://
www.city.ebino.lg.jp/ ）からもダウンロードできます。

【選考方法】必要に応じ、面接を実施します。
申・問市民協働課 市民協働係
☎35-1118（直通）/FAX:35-0401
Eメール：kyodo@city.ebino.lg.jp

市長等政治倫理審査会審査報告書
の要旨を公表します

　えびの市長等政治倫理審査会は、6月21日にえびの市
長とその配偶者の資産等報告書などの審査を行いました。
審査報告書が市長宛てに提出されたため、要旨を次のと
おり公表します。審査報告書と資産等報告書などは市総
務課で閲覧できます。

【審査報告書の要旨】
［審査の対象］条例に基づき市長が作成した市長とその

配偶者に係る次の報告書
1.資産等補充報告書
2.所得等報告書
3.関連会社等報告書

［審査結果］各報告書について、証明書類に基づき確認、
審査した結果、疑義なく適正に報告されているものと認
められる。
問市総務課 人事係
☎35-3711（課直通）

生理用品の寄付にご協力ください

　長引くコロナ禍において、経済的な理由や家庭環境に
より生理用品を購入することができない「生理の貧困」
が、社会問題になっています。
　市では、「生理の貧困」の一助となるよう、生理用品の
寄付箱「つなぐBox（ボックス）」を設置し支援が必要な
人へつないでいく取り組みを行っています。ぜひ、皆さ
んのご協力をお願いします。

■寄付について
【寄付をお願いするもの】未開封の生理用品（メーカー、

サイズは問いません）
【寄付箱設置場所】市役所本庁2階、飯野・真幸出張所
【受付時間】月曜～金曜（土、日曜・祝日は除く）

午前8時30分～午後5時15分
■配布について

【配布時期】7月1日（木）～
【配布時期】午前8時30分～午後5時15分（土・日曜、祝・

休日を除く）
【配布場所】えびの市女性相談所
【配布方法】市役所女子トイレに設置されている、名刺大

の「専用カード」をえびの市女性相談所で提示してくだ
さい。

・声に出して申し出る必要はありません。
・名前や住所等をお聞きすることはありません。
・ご希望があればさまざまな相談に応じます。
申・問市総務課 人権啓発室
☎35-3711（課直通）

「中小企業退職金共済制度」を
ご存じですか

　中小企業退職金共済（中退共）制度は、中小企業の事
業主が、従業員の退職金を計画的に準備できる国の退職
金制度です。
■制度のしくみ
　事業主が中小企業退職金共済事業本部（中退共本部）
と退職金共済契約を結び、毎月の掛金は事業主が指定し
た預金口座から引き落とされます。従業員が退職したと
きは、中退共本部から直接退職金が支払われます。
■制度のメリット
1.掛金の一部を国が助成
2.掛金は全額非課税、手数料不要
3.パートタイマーや家族従業員も加入可能
4.外部積立型で管理が簡単
5.他の退職金・企業年金制度等との資産移換も可能
※1.3および5は一部対象外となる場合があります。
問独立行政法人 勤労者退職金共済機構 中小企業退職金
共済事業本部
☎03-6907-1234

霧島演習場内有害鳥獣一斉捕獲を
実施します

　霧島演習場内で銃器を使用した有害鳥獣捕獲を実施し
ます。当日の立ち入りはできませんので、ご注意くださ
い。

【捕獲日】8月7日（土）、15日（日）
【予備日】8月9日（月） ※7日に雨天等により実施できな

かった場合のみ
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

戦没者等の遺族に対する特別弔慰
金の請求はお済みですか

　令和2年4月から、戦没者等の遺族に対する特別弔慰金
（第11回特別弔慰金）の請求を受け付けています。
【支給対象者】戦没者等の死亡当時のご遺族で、令和2年

4月1日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」
や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を
受ける人（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次
の順番による先順位の遺族1人に支給されます。

（ 1）令和2年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法
による弔慰金の受給権を取得した人

（2）戦没者等の子
（ 3）戦没者等の父母、孫、祖父母、兄弟姉妹で、①～③の

要件をすべて満たす人
①戦没者の死亡当時、戦没者等との生計関係を有してい
ること
②基準日において、遺族以外の者の養子になっていない
こと
③基準日において、遺族以外の者と事実上の婚姻関係に
ないこと（戦没者等の死亡日前の婚姻関係を除く）
④（1）～（3）以外の三親等内の親族（おい、めい等）
※戦没者等の死亡時まで引き続き1年以上の生計関係を
有していた人に限ります。

【支給内容】額面25万円（5年償還の記名国債）
【請求期間】令和5年3月31日

※この請求期間を過ぎると請求ができなくなりますので、
ご注意ください。
※既に請求した人で、国債券をお持ちでない場合は、国・

県での審査中、または財務局での国債券の発行待ちです。
準備が整い次第、市から案内しますのでしばらくお待ち
ください。
※請求書を受け付けて国債券を交付するまでにおよそ１
年程度かかります。
申・問市福祉課 福祉係
☎35-1115（直通）

戦没者追悼と平和を願いサイレンを
吹鳴します

　広島原爆投下の8月6日午前8時15分、長崎原爆投下の
8月9日午前11時2分、終戦の日の8月15日正午に、戦没者
追悼と平和を願い、サイレンを吹鳴します。
　1分間の黙とうをお願いします。
問市福祉課 福祉係
☎35-1115（直通）

えびの市自治推進委員会委員募集

　市では、市民、市、市議会等が協働し、地方自治の本
旨である、市民の意思と責任に基づいた自治を推進して
いくため、自治の基本的な事項を定めたえびの市自治基
本条例を平成22年に制定しました。この条例の規定に基
づき、条例の遵守状況の検証や見直しに関して審議する、
えびの市自治推進委員会の委員を募集します。えびの市
のまちづくりに関心のある人、えびの市の将来を真剣に
見つめたい人のご応募をお待ちしております。

【応募期限】8月20日（金）まで
【応募資格】次の要件をすべて満たす人
（1）えびの市のまちづくりについて関心のある人
（ 2）市内に居住している満18歳以上（高等学校在学中で

ない人）の人
（3）市税等の滞納がないこと
（4）平日の日中の会議に出席できること
（5）現職の市議会議員等、または本市の公務員でない人
（6）政治活動や宗教活動に利用しないこと
（7）暴力団の構成員、またはこれに準ずる者でない人
【募集人数】５人
【任期】委嘱された日から2年間の予定
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人　口　≫

世帯数　≫

17,673人 （前月比 -121人）
男性／8,335人（-101人） 　女性／9,338人（-20人）
転入／18人  転出／125人  出生／7人  死亡／21人

8,203世帯 （前月比 -101世帯）

明 石酒 造 株 式 会 社 から新 発 売された 麦 焼 酎。飲みやす
いと聞 いていた ので、さっそく購 入しました 。臭 みが

少なく、とても飲みやすかったです。（ 長 友 ）

文 化フェスティバ ル の 取 材 で、演 奏 や 踊りを 生 で 見 る
こと が で き、感 動しました 。文 化 芸 術 に 触 れ る 機 会

の良さを 体 感し 、嬉しく思いました 。（ 中山 ）（令和3年7月1日現在）

更新手続きを行ってください
「国民健康保険限度額適用認定証」
　国民健康保険限度額適用（限度額適用・標準負担額減
額）認定証の切り替え時期です。現在、お持ちの国民健
康保険限度額適用認定証は、7月31日の有効期限となっ
ています。必ず更新手続きを行ってください。

【期間】8月2日（月）～ 8月31日（火）
【場所】市健康保険課 医療保険係
【手続きに必要なもの】
・世帯主の認め印鑑
・世帯主および本人の個人番号の分かるもの（マイナン
バーカードなど）

・認定証が必要な人の新しい被保険者証（7月下旬に郵送
予定）

・現在お持ちの認定証
※家族、または代理人でも手続きはできます。
※8月中に切り替えを行わないと、窓口での支払いが一
部負担金（3割等）の金額に戻ります。
申・問市健康保険課 医療保険係
☎35-3742（直通）

国税に関する一般的な相談は、熊本
国税局の「電話相談センター」へ

　国税に関する一般的な質問や相談は、「電話相談セン
ター」をご利用ください。熊本国税局電話相談センター
の職員が相談を受け付けます。
　電話相談センターの利用手順は次のとおりです。
1.最寄りの税務署に電話します。
2.最初の自動音声案内に従って、「1」を選択します。
※申告相談の事前予約や納付相談などは「 2」を選択し
てください。

3.次の自動音声案内に従って、相談したい内容の番号を
次の中から選択してください。
①個人の年金や事業などの所得税
②給与などの源泉徴収（年末調整）や支払調書
③相続税や贈与税、譲渡所得
④法人税
⑤消費税や印紙税
⑥その他
申小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

固定資産税 第2期
国民健康保険税 第1期
後期高齢者医療保険料 第1期

8月2日（月）までに納めましょう。

えび の 駅 に 咲 いて い た アジ サ
イ。駅 のホームと霧 島 連 山を背
景 に 撮 影しました 。アジ サイが
梅 雨 の 終 わりを 感 じ させ まし
た 。

低所得の子育て世帯生活支援特別
給付金を支給します

　市では、ひとり親世帯以外に対して生活支援特別給付
金を支給します。これは、新型コロナウイルス感染症の
影響が長期化し、子育て世代の雇用動向の悪化による失
業や収入減少の中で、子育ての負担も担わなければなら
ず損害を受けた低所得の子育て世帯を見舞う観点から支
給するものです。

【申請方法】以下の支給対象者うち、（ 2）に該当する人は、
手続きをお願いします。様式は、市ホームページ（https://
www.city.ebino.lg.jp/ ）でダウンロードするか、市こど
も課子育て支援係に郵送を依頼してください。

【対象者】
（1）申請が不要な支給対象者

　令和3年4月分の児童手当（※1）、または特別児童扶養
手当の受給者で、令和3年度市民税均等割が非課税の人

（令和3年4月1日から令和4年2月28日までの出生児童を
養育する人も対象となります。）

（2）申請が必要な支給対象者
　令和4年3月末までに18歳になる児童（※2）を養育し
ている人で、以下のいずれかに該当する人

・令和3年度市民税均等割が非課税の人
・新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変
し、令和3年度市民税均等割が非課税である人と同様の
事情があると認められる人
※本給付金の支給を既に受けている児童の分、または子
育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）の支給
を受けている児童の分は対象となりません。
※1 公務員の人は申請が必要です。
※2 特別児童扶養手当のみを受給している場合は、20歳
未満までが対象となります。

【支給額】児童一人につき一律50,000円

【支給時期】
・（1）の人は、各種手当の支給口座に随時振り込み
・（ 2）の人は、申請受付後、審査をして支給要件を満た
していれば、申請口座に随時振り込み

【申請期限】令和4年2月28日（月）まで
※詳細は、市ホームページをご覧ください。
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

更新手続きをお願いします「母子家
庭・父子家庭医療費受給資格証」

　市では、母子家庭・父子家庭、または父母のいない児童
の健康増進と福祉の向上を目的として、医療費の一部を
助成しています。
　受給資格証を持っている人は更新の手続きが必要です。
11月以降の助成が受けられなくなりますので、次の日程
で必ず更新手続きを行ってください（ただし、児童扶養
手当を受給している人は、児童扶養手当の現況届受付の
際に更新手続きを行います）。
　なお、本助成の対象となる人で、現在、受給資格証を
持っていない人の申請も受け付けます。

【期間】8月24日（火）～ 26日（木）
【場所】市こども課
【時間】午前8時30分～午後5時15分

※仕事等で午後5時15分以降の申請を希望する人は、8月
13日（金）に市役所本庁1階1－1会議室にて午後8時まで
受け付けます。
※この日時に手続きできない場合は、事前にご連絡くだ
さい。
申・問市こども課 こども相談係
☎35-3739（直通）

広報 広報令和3年7月号 令和3年7月号31 30



ツバメ

近
年
、
極
端
な
気
温
上
昇
に
よ
り

猛
暑
日
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

え
び
の
高
原
の
避
暑
地
と
し
て
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
発
揮
さ
れ
る
季
節「
夏
」が

や
っ
て
き
ま
す
。
標
高
１
２
０
０
メ
ー

ト
ル
、
平
地
と
比
べ
る
と
６
～
７
度
ほ

ど
気
温
が
低
く
、
ア
カ
マ
ツ
の
梢
を
撫

で
な
が
ら
や
さ
し
く
吹
く
風
が
と
て
も

気
持
ち
良
い
で
す
。
こ
の
時
期
、
高
原

を
訪
れ
る
の
は
人
だ
け
で
な
く
、
た
く

さ
ん
の
野
鳥
た
ち
も
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
代
表
が
ツ
バ
メ
。
毎
年
真
夏
の
夕

方
、
セ
ン
タ
ー
の
真
上
を
数
百
羽
の
群

れ
が
旋
回
し
ま
す
。
よ
く
晴
れ
た
日
、

上
昇
気
流
で
山
の
上
に
吹
き
上
が
っ
た

カ
や
ガ
ガ
ン
ボ
な
ど
の
昆
虫
を
捕
食
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
休
息
の
た
め
セ
ン

タ
ー
の
屋
根
に
百
羽
ほ
ど
が
並
ん
だ
様

子
も
壮
観
で
す
。
一
羽
一
羽
よ
く
見
て

み
る
と
、
く
す
ん
だ
色
の
ツ
バ
メ
も
混

じ
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
今
年

の
巣
立
ち
ビ
ナ
が
親
と
一
緒
に
飛
び
方

や
エ
サ
の
採
り
方
の
練
習
を
し
に
え
び

の
高
原
を
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
夏

の
え
び
の
高
原
、
涼
を
求
め
に
、
そ
し

て
高
原
の
風
に
乗
る
野
鳥
た
ち
に
会
い

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：センター屋根で休息するツバメ（撮影：令和2年8月12日）

ツバメ Hirundo rustica ツバメ科 ツバメ属

数
百
羽
の
群
れ
で
訪
れ
る
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